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=
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法
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傑
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規
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依
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籾
ノ
輸
入
税
増
加
ノ
件
・
昭
和
三
年
勅
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二
十
二
披
米
穀
法
第
二
傑
ノ
規
定
品
依
ル
米
及
籾
F
輸

入
制
限
品
目
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・
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雑

統

計

拾

穂

抄

録

弟
十
分
蘭
人
〕

F
Z
E
Z己白口一口町

に
よ
の
そ
の
好
著
「
酒
精
問
題
」

ロHOP-roFD-FP
凹凸・開
5
0
由O
N
S
-
o
自由口『目見丘一回
E
E
門
『
@
句
ロ
Z
E千

円}】口口町・

同

hwou
・
∞
-
同
-

に
引
用
せ
ら
る
る
所
な
り
。
由
来
統
計

間
早
及
行
政
統
計
の
風
潮
上
、

;
E
-
fヰ
E
Z
〉
長
壁
、

-
配
ぃ
ト
」
A

・f
・-耳
C
布
一
室

叙
事

の
周
密
密
期
す
る
守
備
び
.
日
〈
そ
の
方
面
に
特
色
守
護
持
し
に

る
濁
逸
に
於

τさ
へ
も
、
綿
衡
に
洗
練
せ
る
統
計
解
析
仁
、
そ

ω主
力
や
側
〈
べ
才
教
訓
州
統
計
の
流
れ
、
夙
に
大
戦
前
よ
り
漸

ヒ
t
ぺ
ル
マ
テ
マ
ヂ
ツ
シ
エ

一
九
一
一
一
一
年
に
は
極
傾
数
理
統
計
観
の
特
色

安
謹
頭
し
、

を
示
せ
る
出

-
F
E
E
「
濁
立
科
事
と
し
て
の
統
計
法
」

E
O

民
主
室
町
n
r
o
呂町
Z
5
品。

P
Z
回目戸】印
E
ロ
住
民
自
者
一
回
U
8
8
F
P
P
や
著

は
し
、
八
十
年
前
に
於
け
る
同
E
2
の
名
著
「
濁
立
科
墜
と
し

て
の
統
計
皐
」
に
封
し
、
興
味
あ
る
一
針
立
を
窺
は
し
む
る
あ

り
。
叉
統
計
の
皐
倫
及
行
政
上
特
殊
の
護
濯
を
示
せ
る
北
米
合

衆
闘
に
つ
き
之
を
察
せ
ん
か
、
貌
近
統
計
撃
上
の
流
行
ジ
ヤ
ス

式
委
建
と
し
て
賞
讃
し
得
へ
き
、
教
育
の
統
計
的
研
究
随
喜
の

流
れ
〈
此
艶
に
付
回
F
H
C
H
L
G
一
山
口
問
問
・
国
4

P

F

日間己負
U
m
w
}
F
-
伶
己
H
o
z
m
D
-
d『
v
口
n〈
]

吉
岡

~rzEFT--M
屯
ミ
並
に
之
を
寸
忠
貰
に
議
謹
」
す
と
せ
ら
る
L

佐
藤

隆
徳
著
教
育
統
計
法
、
大
正
十
三
年
賛
行
あ
る
こ
と
を
詮
意
ナ
)
に
梓

第
三
十
一
血
管

九

O
八

第
大
競

四

し
、
注
目
す
べ
き
一
業
績

Z
E宮
古

F
o
田
町
富
司
え

mE-

Z
白E
門田一一宮司己
H
O
L
M
3
3
t
q
公
け
に
せ
る
同
町
一

g
z・
当
p-roR

観
す
る
所
に
よ
る
仁
米
闘
教
育
界
が
甚
大
の
影
響
在
蒙
れ
り
』

想
は
る
ゐ
、
統
計
率
的
刺
激
の
早
き
ニ
源
泉
あ
り
、

一
は
英
国

-Uワ-、43
3
H
O
R
J
N
3

】号、J
コ

ト

i
E
u
r
Z
E
E
-
:

の
著
書
に
し
て
、
他
の
一
つ
は
前
世
紀
八
十

年
代
に
濁
逸
に
撃
ベ
る
米
副
嬰
者
の
著
作
な
り
、
(
快
著
同
州
民
P

d

刀
d

晴

子

刀

Z
，
z・2
3
L
H
J
2
5
2日
5
5
}
d
E
E
E
E
E
C『
己
目
〉

E
-

h
t
i
l
;
;
J
{
1
1
1
1
1
i
 

同

E
F
〉
E
c
n
r
t
c白
〈
。
「

ω
広
島
田

あ
る
を
想
へ
)

の
後

の
と
ぢ
ヨ

継
者
間
・
町
2
E
C
Z
及
そ
の
仲
間
は
、
現
時
に
至
る
迄
教
育
統

計
皐
理
を
築
く
た
め
、
優
勢
を
保
つ
こ
と
依
然
に
り
、

ス
カ
ン

ヂ
ナ
ワ
イ
ア
忠
一
汲
の
著
書
は
、
米
闘
に
あ
の
て
は
、
博
く
有
名

な
る
こ
と
な
し
、
教
育
統
計
の
事
理
賓
際
に
重
要
な
る
養
成
的

効
同
市
を
、
及
隠
せ
り
と
す
へ
き
こ
と
な
し
と
せ
り
、
(
前
掲
書

六
三
頁
参
照
)
。
そ
は
兎
も
角
と
し
そ
の
言
説
中
に
皐
け
ら
る
る

北
敵
統
計
事
者
と
し
て
、
鍔
々
に
る
は
取
り
も
直
さ
歩
丁
抹

(
拙
著
ケ
ト
レ
E

の
析
究
八
七
頁
三
行
に
「
蘭
」
と
せ
る
は
T
抹
白
諜
)
の

4
『
2
円
。
混
同
日
正
な
り
、
氏
は
者
E
宅一

3
5
E
M山
S
Z印【】
2
・可-一可

に
よ
り
、
統
計
皐
者
の
一
部
は
翠
純
に
統
計
皐
者
た
る
も
、
庚



き
世
間
に
は
数
曲
学
者
た
る
一
部
の
統
計
息
子
者
あ
る
を
、
普
解
せ

る
園
学
者
と
し
て
紹
介
せ
ら
る
る
如
く
、
近
時
の
英
閉
山
に
普
遁
な

る
数
理
統
計
の
事
風
を
、
そ
の
本
島
と
な
す
に
拘
は
ら
歩
、
濁

悌
特
に
前
者
に
普
通
な
る
叙
事
統
計
、

統
計
的
社
舎
研
究
の
長

所
に
も
、
治
詩
す
る
所
探
き
ぞ
夙
に
一
不
し
、

(
後
に
紹
介
す
べ
冒

死
亡
及
疾
病
統
計
論
第
二
版
中
に
は
、
木
邦
統
計
事
責
を
屯
勘
か
b
ず

引
用
ナ
る
を
想
へ
)
此
方
面
に
も
屡
々
安
三
品
打
を
飛
ば
す
の
技

備
を
揮
ひ
に
り
、

胤
十
血
刊
の
九
州
争
が
時
と
し
て
は
岡
家
的
色
彩
俳
句

都
ひ
、
引
川
和
ぞ
の
仇
中
仁
川
は
れ

t
自
か
ze
り
と
や
知
ら
吉
る

に
、
第
三
闘
の
撃
者
却
っ
て
遁
切
に
そ
の
中
を
執
る
こ
と
あ
る

は
、
曾

τ設
け
る
所
な
る
が
(
ケ
ト
レ
ー
の
研
究
一
六
四
五
参
照
)

d
F
〈
市
民
【
ぬ
】
寸
珂

mwp
ヌ
]

も
亦
特
に
英
濁
抽
仲
間
学
者
聞
に
介
在
し
、
そ
の
沼

作
に
よ
り
闘
際
和
哀
の
精
榊
φ

守
護
抜
せ
り
と
評
す
る
も
、
過
褒

と
せ
ざ
る
に
似
六
り
、

五
日
人
は
以
下
氏
の
一
文

" 戸ー戸
~ -

mrJI--vo 

z
a
E
L
F
L
m
E一印
-
E
を
載
す
る
、
米
凶
統
計
協
品
目
季
報
一
九

二
ハ
年
次
分
中
、
米
同
統
計
慰
問
仲
の
長
老

J5一
吉
町
・
君
主

S
H

(
本
稿
を
起
し
ワ
L

あ
る
際
大
阪
に
於
け
る
同
氏
講
演
村
本
瓶
松
氏
通

課
「
最
近
の
人
口
問
題
一
速
記
の
印
刷
均
を
忍
ま
れ
た
る
こ
と
を
併
記

雑

統

計

折

秘

抄

銀

• 

1

1

11111 

し
て
、
大
阪
府
内
務
部
に
謝
意
を
表
す
)
嗣
氏
を
紹
介
せ
る
一
節
を

背
子
と
し
て
一
文
ぞ
草
し
、
同
氏
の
二
主
著
に
就
き
更
に
研
睡
眠

を
時
一
む
の
手
引
に
供
せ
ん
と
欲
す
。

二
、
一
コ
γ
ベ
シ
ハ

l
グ
ン
、
民
口
十
高
」
一
高
塔
あ
る
を
以
て

有
名
な
る
一
寺
あ
り
」
と
は
、
杉
田
玄
伯
の
孫
成
卿
の
義
品
川
す
一

端
に
よ
の
課
さ
れ
じ
嘉
水
一
一
一
〈

八
五

O
)
年
刻
一
z

地
事
疋
宗
」
(
七

情
よ
り
成
る
、
之
に
附
ナ
る
闘
二
一
附
は
翌
四
年
刻
た
り
)
巾
に
試
く
所

し
め

11γ

、

l

j

l

 

問
書
強
行
?
と
陥
そ
の
年
代
を
同
じ
う
し
・
わ
名
な
ゐ

一
見
詐
都
品
引
と
し
て
山
同
首
」
入
院
可
叡
校
十
い
わ
¥
叉
蚊
斯
古
絞
片
山
η
出

L
-
2告
の
線
刻
者
に
わ
し

Z
口
一
一
回
門
戸
己
予
(
一
八
一
一
1
1
|
七
八
)

の
子
に
生
れ
に
る

ロ
己
c
-
L
J
〈
虫
言
明
言
三
自
身
は
、
そ
の
初

め
数
壌
を
事
ぴ
、
次
い
て
祉
曾
諸
島
一
・
に
志
せ
り
、
そ
の
接
間
的

経
歴
は
H
芯
等
の
諸
部
門
に
つ
き
、
獄
、
壊
、
瑞
西
、
例
及
英
に

於
る
、
治
ね
き
遊
間
平
に
よ
の
補
は
れ
、
そ
の
間
氏
は
枇
曾
問
題

統
計
皐
及
保
険
を
研
究
し
に
り
、

一
八
七
九
年
末
コ

l
ベ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
大
撃
が
、

一
年
の
期
限
告
付
し
懸
賞
論
文
を
募
の
り
そ

の
課
題
と
し
て
、
諸
人
口
階
級
の
死
亡
に
闘
す
る
近
年
刊
行
書

の
叙
一
流
及
利
問
。
守
選
ぶ
や
、
氏
は
之
に
跡
地
?
る
の
決
心
を
輿

第
三
十
一
巻

第
大
時
制

四

九
O
九



雑

統

計

抗

穂

抄

• 

銭

し
、
そ
の
準
備
研
究
を
積
め
る
間
に
、
問
題
の
求
む
る
範
園
以

上
に
そ
の
研
究
心
ぞ
涜
か
し
め
、
死
亡
及
疾
病
に
闘
す
る
著
書

の
一
櫛
惑
ぞ
志
ざ
旨
し
め
、
特
に
人
口
研
究
上
切
続
編
著
な
り
し

問
。
円
即
日
一
の
披
舞
及
朗
」
一
-
同
に
預
り
、
二
十
八
歳
ぶ
し
て
そ
の
研
究

の
結
果
を
同
大
事
に
提
出
す
る
や
、
問
者
は
問
題
目
仁
闘
す
る

最
良
論
著
と
せ
ら
れ
、
そ
の
賞
と
し
て
同
大
嬰
よ
り
金
牌
を
鱈

3
L
M
)
p
.
q
T
t
 

A
L
U
可
J
i
f

仁
ド
}
』
耳
i
ぺ
ト
h

門
川
口
口
川
い
円
山
紋
授
の
斡
脱
出

r
h
Aド
ヘ
獅
漁

認
に
よ
り
一
八
八
一
年
死
亡
及
疾
病
統
計
論
口
町
円
。
2
3
〈

E

己。円恒円。円円
mw

一一片山門戸同ロ品

ヨ
2
E
E円
と
題
し
て
出
版
せ
ら
れ
た

り
、
(
本
誌
三
O
巻
五
五
宍
頁
参
照
)
そ
の
品
V

同
時
に
至
る
迄
に
既
ぷ

二
ナ
年
間
丁
抹
保
険
局
に
勤
め
に
ゐ
著
者
は
、
同
時
に
右
の
賞

牌
を
授
け
に
る
大
島
a

枇
曾
諸
問
宇
の
一
一
教
授
と
な
れ
り
、
同
書
は

著
者
自
身
の
語
る
所
に
よ
る
に
敢
て
死
亡
と
前
は
示
。
一
般
に

人
の
健
康
紋
態
に
w
影
響
す
べ
き
種
々
の
原
因
叉
紘
由
と
し
て
の

(1)
年
齢
、
性
、
及
配
偶
閥
係
、

(
2
)
従
来
及
現
在
の
死
亡
、

(
3
)
死
亡
の
週
期
的
動
館
、
円
4
A
)

幼
者
死
亡
、

(
5
)
住
居
地
及

住
居
、

(
6
)
人
種
及
信
教
、

(
7
)
身
分
及
踊
祉
程
度
、

(
o
n
)

峨

業
事
由
、
(
リ
)
飲
食
物
、
(
刊
)
凶
踊
波
及
自
殺
を
解
析
し
、

-'--
ノ、

第
三
十
一
巻

第
六
捻

一
四
四

11. 

O 

六
O
乃
至
一
八
七
八
年
中
の
丁
抹
借
侶
の
死
亡
巳
開
す
る
一
別

章
と
、
数
理
統
計
の
曲
学
理
ぞ
取
扱
へ
る
緒
論
と
や
之
に
附
し
た

り
、
そ
の
各
事
由
に
よ
り
健
否
生
死
に
及
一
ほ
す
影
響
を
、
量
定

せ
ん
と
し
叉
は
少
く
と
も
之
ぞ
量
定
す
る
の
続
賞
方
法
ぞ
指
摘

せ
ん
と
す
る
の
試
み
と
し

τ模
範
的
な
り
.
そ
の
後
ご
十
年
に

し
て
そ
は
全
く
改
作
せ
ら
れ
、
そ
の
中
間
期
に
於
て
人
口
統
社

の
あ
ら

ω
ゐ
純
悶
に
総
け
ら
れ
に
ゐ
大
波
蛇
じ
蹴
み
、
新
者
自

身
の
研
究
、
(
そ
の
婚
前
受
胎
研
究
の
知
事
普
ね
〈
引
用
せ
ら
る
)
新

材
料
、
及
同
題
目
に
闘
す
る
他
の
諸
島
γ

者
の
研
境
に
よ
り
、
そ

の
内
容
を
大
に
豊
富
な
ら
し
め
、
叉
新
題
目
と
し
て
同
種
研
究

の
歴
史
、
及
所
々
に
挿
試
さ
る
る
遺
体
研
究
は
加
へ
ら
れ
た

り
。
現
今
本
著
の
如
き
名
著
や
顧
み
ざ
る
程
に
、
続
新
な
る
統

計
事
者
も
紗
か
ら
守
と
祭
せ
ら
る
る
米
岡
統
計
嬰
界
に
於
て
も

流
石
に
者
巴
一

S
H
ト
の
如
き
世
界
逼
あ
り
、
「
予
は
年
来
そ
の
取

扱
へ
る
庚
大
の
研
究
範
聞
に
つ
き
、
之
冶
以
て
座
右
に
依
〈
べ

か
ら
ざ
る
事
賓
の
費
庫
、
特
に
批
判
的
建
設
的
立
論
の
賓
庫
と

仰
ぎ
来
れ
り
」
と
し
て
本
書
巻
推
得
し
た
り
。

一、

当
2
5問P
E
L

被
授
の
第
二
主
著
は
、
夏
に
八
ク
年
令



持
み
、
そ
の
教
壇
よ
り
直
接
に
生
み
出
さ
れ
し
所
な
句
、
そ
は

丁
球
版
及
濁
逸
版
と
し
て
、
同
時
に
出
さ
れ
し
統
計
壊
現
綱
要

ロ一

oc-ロロ
L
N
r
問
。
祭
同

同
一
一
日
再
三
。
L
2
盟
主
丘
一
F
-
∞
唱
口
・
な
り

そ
は
統
計
撃
に
数
理
を
取
入
る
る
を
潔
し
と
せ
中
、
叉
統
計
墜

史
を
統
計
墜
理
の
外
に
お
く
べ
し
と
せ
る
、
ロ
・

4
S
E
w
-
A
}】守

フ
エ
ル
ン
ユ
ウ
オ
ム
メ
ぷ
ネ

=
円
。
江
主
目
∞
門
戸
AZpw
冶・
M
M

に
よ
り
。
混
り
気
あ
る
者
名
冶
付

す
と
幾
分
か
軽
視
せ
ら
る
る
所
な
る
も
、
そ
は
同
時
に
問
所
に

紹
介
せ
ら
る
る
が
如
く
、

(
1
)
蓋
然
計
算
取
入
れ
の
理
由
、
材

料
へ
の
手
入
れ
双
制
問
訟
や
説

U
ら
一
刻
論
、
〈
2
)皆
目
断
統
計
約

若
干
重
要
研
究
範
悶
(
人
口
静
態
、
人
口
動
態
、
人
口
の
身
的
及
精

紳
的
諸
特
質
、
経
溌
統
計
及
保
険
統
計
)
ぞ
取
扱
へ
る
各
論
、

及

(
3
)
大
関
に
ナ
ト
レ

l
に
至
る
迄
の
統
計
事
史
よ
り
成
り
、
就

中
後
の
二
編
は
説
明
詳
密
な
り
と
は
な
し
符
ざ
る
も
、
敬
諜
す

べ
き
言
説
も
砂
し
と
せ
子
、
本
訴
は
特
に
コ

l
ベ
シ
ハ

l
ゲ
ン

火
事
枇
曾
諸
問
智
'
厚
生
用
に
首
つ
る
を
そ
の
目
的
と
し
允
り
、
同

品
川
口
通
論
の
紹
介
と
し
て
は
、
同
著
序
文
中
の
数
誌
に
勝
れ
る
も

の
、
虞
ら
く
は
な
し
と
す
べ
か
ら
ん
。
日
く

統
計
撃
理
の
述
作
者
は
、
屡
々
諸
特
殊
問
題
仮
令
ば
死
亡

雑

是主

統

計

拾

穂

抄

研
究
等
の
た
め
に
、
使
用
品
巳
ら
る
る
諸
方
法
を
陳
漣
し
、

(
そ
は
本
書
中
第
二
一
編
統
計
撃
各
論
中
に
集
め
ら
る
L

所
》
そ
の

以
外
に
於
て
は
統
計
現
象
の
常
例
、
並
に
五
日
人
が
人
の
意

志
自
由
に
つ
き
一
懐
け
る
観
念
じ
封
す
る
、
右
市
例
の
要
度

仁
関
す
る
一
般
考
察
を
加
ふ
る
丈
り
に
て
満
足
す
、
こ
は

主
問
題
を
避
け
て
迂
回
の
途
を
探
る
者
な
り
、
部
ち
主
問

題
と
す
べ
ぎ
は
是
等
統
計
現
象
の
常
例
、
郎
ち
一
大
教
の

法
則
」
視
さ
る
る
も
の
か
、
如
何
L

切
る
依
件
の
下
.
百
八
如

1

4
』

4
2
J
r己
7

)

)
ノ
日
比
h

h

〉

J

、J二
}
)
、

，やむ
Fh
器
問
L
h
t
p
J
t
J
J
ま一

t
z
p
プ

l
d
t
r
レ
」
月
1
リ
一
目
指

叫

uvnμ
同
品
化

を
遊
く
る
こ
と
と
せ
ば
、
教
問
中
的
解
析
に
立
入
る

ω要
な

キ
エ
守
得
る
の
利
(
命
あ
る
ち
、
そ
の
代
り
に
叉
砕
貰
な
る
各

根
嫁
は
、
統
計
撃
者
の
研
究
よ
り
失
せ
去
る
の
釘
所
あ
り

蓋
し
統
計
皐
者
と
し
て
大
教
の
法
則
が
、
そ
の
研
究
材
料

に
よ
り
例
示
さ
る
る
や
否
ゃ
を
知
ら
す
と
せ
ん
か
、
彼
は

そ
の
観
察
を
土
事
と
し
、

一
論
旨
を
立
て
符
ベ
き
や
否

ゃ
、
決
し
て
断
じ
粂
ぬ
べ
き
を
以
て
な
り
、
円
木
4

品
目
五
四
瓦

に
賭
け
事
の
法
則
…

c
z
n
r
m
z
r
m
E
E
との
-4Y

致
を
一
京
ナ
所
、

従
ひ
で
又
一
定
限
界
内
の
教
は
、
確
貨
の
一
貼
内
に
於
で
勤
務

第
三
十
一
容

大.

t
L
4

、-E恒

久
見
」
/
別

出1
31. 



iH 

来!主

正rft

統

計

拾

秘

抄

ナ
ベ
寺
所
、

一
白
「
統
計
率
的
結
果
」
を
奉
げ
た
る
白
、
確
貫
性

を
有
す
と
せ
る
は
、

同
趣
旨
を
別
言
せ
る
も
の
な
れ
ど
、
之
を

以
で
統
計
撃
の
一
縮
減
」
と
観
ず
る
人
も
あ
り
〉
か
く
て
本
著
第

一
一
編
「
統
計
準
通
論
中
、

一
面
に
は
蓋
然
数
理
の
基
本
原

理
冶
前
九
百
、
他
の
一
回
に
は
右
の
原
迎
と
統
計
観
察
の
結

川
市
と
、
合
致
す
る
や
否
や
の
研
究
が
、
屡
々
等
閑
に
付
せ

ら
る
る
の
一
事
に
蹴
み
つ
つ
、
と
を
添
市
才
，
Q
句

〕

v'

〆〕によ

り
、
右
の
快
陥
ぞ
柿
は
ん
と
試
み
に
り
。

と
、
統
計
を
基
礎
と
し
て
一
論
旨
e
守
立
て
作
ベ
ヴ
が
允
め
に
、

必
A
Y
や
蓋
然
数
理
の
標
準
に
附
し
て
決
す
べ
し
と
す
べ
き
や
否

ゃ
、
砂
く
と
も
杭
曾
統
計
の
範
聞
に
於
て
は
、
議
論
の
存
す
る

所
な
る
へ
く
・
叉
同
じ
く
数
理
般
用
の
必
要
叉
は
有
用
冶
認
む

る
こ
と
と
し
て
も
、
仮
令
ば
常
例
に
劃
す
ゐ
異
例
の
分
配
例
を

究
め
、
或
は
問
…
底
関
係
を
究
む
る
が
如
き
諸
方
面
に
つ
き
、
協
明

近
普
通
に
見
る
が
如
き
敷
珂
雁
用
を
聞
は
ざ
る
の
嫌
あ
る
も
、

そ
の
官
時
の
研
究
と
し
て
、
右
の
如
き
断
乎
た
る
ユ
一
一
日
明
を
殺
て

せ
る
態
度
は
、
大
に
敬
重
す
べ
し
。

JJ~2ぢ
同
一
向
u
p
-
L

の
右
第
二
箸
は
、
前
著
同
級
そ
の
出
版
後
四

第
三
十
一
巻

九

第
六
披

四
p、

半
世
紀
内
に
、
統
計
撃
現
の
大
殻
珪
に
鑑
み
つ
つ
、
全
部
改
訂

叉
改
作
せ
ら
れ
、
本
国
語
に
よ
の
公
表
さ
れ
し
も
、
大
戦
め
た

め
畑
地
逸
版
令
見
る
に
主
ら
宇
、
唯
之
と
前
後
し
て
前
記
米
岡
統

計
協
曾
季
報
へ
の
一
文
後
表
会
見
た
る
が
、
そ
の
中
に
氏
の
研

究
に
於
け
ゐ
諸
根
本
町
山
惣
脅
陳
べ
た
り
ー
は
、
氏
自
身
就
く
所

な
り
、
該
博
の
知
識
を
五
十
貝
足
ら
宇
の
一
文
に
約
説
し
、
知

ヤ
刊
な
る
滑
閣
統
け

m-Mnに
k
ゐ
山
羽
生
同
の
肝
叩
九
九
十
日
介
y
b
L団

共
に
、
賂
来
に
於
け
る
礎
控
の
諸
可
能
に
及
隠
せ
わ
、
さ
れ
ど

交
的
弔
問
に
鴎
境
な
き
の
準
法
は
、

一
時
的
岡
際
紛
飢
の
た
め
に

永
く
阻
止
さ
る
べ
き
に
非
守
、
果
せ
る
哉
u

川
若
は
一
九
一
一
八
年

コ

i
ベ
ン
パ

1
.ケ
ン
大
皐
統
計
取
議
附
と
し

τの
氏

に
至
り
、

の
後
継
者
ロ
=
二
4

一-
Z
3
5
=
ο

守
共
著
者
と
し
、
丁
溺
雨
圏
一
市
川

に
よ
り
同
時
に
新
版
と
し
て
遊
行
せ
ら
れ
七
り
一
、
随
庭
「
h

共
同

連
作
品
ゼ
遂
け
士
る
も
、
従
来
の
版
本
に
此
し
、
蓋
然
計
算
に
閥

せ
る
叙
説
一
局
詳
細
な
る
は
、
我
共
著
者
の
手
に
成
れ
り
と

は
、
子
弟
に
混
含
氏
が
特
に
序
中
に
附
言
せ
る
所
な
り
、
某
本

と
な
れ
る
主
要
親
臨
上
前
後
一
貫
せ
る
も
の
あ
り
と
す
べ
き
に

拘
は
ら
歩
、
全
編
の
結
構
整
頓
の
大
め
に
用
意
せ
る
の
跡
歴
然

お

全， 



た
り
、
二
項
式
定
理
以
外
指
数
式
定
理
の
説
明
及
臨
応
用
上
、
一
花

明
に
弘
張
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
く
、
そ
の
間
続
近
諸
観
統
計
事

誌
の
登
達
を
齢
酌
せ
る
は
認
ふ
迄
も
な
し
、
判
明
た
仁
幾
多
の
白

修
課
題
や
摘
み
、
そ
の
著
者
の
利
用
ぞ
多
大
な
ら
し
め
ん
と
す

る
の
、
注
意
も
加
へ
ら
れ
し
た
り
。

問
、
示
、
三
円
。
同

が
前
記
紹
介
中
に
附
説
せ
る
所
は
、

本
邦
統
計

研
究
者
と
し
て
北
欧
の
一
光
売
に
対
す
ゐ
、
態
度
に
つ
今
て
の

参
巧
た
ら
し
め
得
べ
き
の
み
な
。
り
す
、
米
間
閣
事
情
を
窺
ふ
の
一

助
に
供
じ
得
べ
き
や
ぜ
以
て
、
以
下
之
ぞ
俳
ふ
る
こ
と

w

す
ベ

L 
統
計
事
に
つ
き
で
は
恰
も
米
園
統
計
事
者
が
、
敵
洲
嬰
者
研

究
の
結
果
に
よ
り
、
資
す
る
の
要
あ
る
所
な
り

J
〈

2
2吉
田
三

が
英
闘
の
最
良
経
験
に
精
通
す
る
こ
と
は
、
虞
ら
く
は
そ
の
二

大
著
の
何
れ
も
そ
の
初
版
が
、
英
園
保
険
教
事
者
巧
・
切
口
き
コ

及
保
険
専
門
家

]
D
F
コ
]
話
回
一
円
。

-E

(
円
一
回
一
氏
再
開
一
切
昨
昌
司

円=(=。=

。
『
門
戸
山

2
M
L
q
切

S
E
E
m
と
し
て
拳
げ
b
る
、
英
国
白
友
愛
組
合
が
特
に

疾
病
保
険
関
健
と
し
で
も
、
夙
に
大
活
躍
を
議
げ
し
は
、
邦
人
と
し
て

法
意
ナ
る
の
要
あ
り
〉
に
蟻
け
ら
る
、
の
、

一
事
に
よ
り
て
も
忠

雑

銭

統

計

拾

穂

抄

ひ
中
る
べ
き
所
な
る
が
、
兎
に
角
そ
の
一
半
賓
は
殆
ん
ど
各
頁
じ

裁
は
る
、
著
者
は
叉
そ
の
研
究
題
目
に
つ
き
蛍
初
ょ
の
の
設
展

七
倍
、
程
調
〈
程
熟
知
し
、
そ
の
統
計
開
甲
史
及
死
亡
統
計
に
闘
す
る

章
節
は
、
博
識
及
解
析
の
力
旬
策
備
に
よ
h

り
出
色
と
す
べ
く
、

の
他
の
著
者
以
上
に
傑
出
せ
し
め
、
叉
之
ぞ
し
て
研
究
の
一
模

範
に
ら
し
む
、
米
国
の
諸
説
十
者
に
と
り
て
は
こ
は
一
庶
重
要
な

り
、
支
し
米
関
脇
一
a

者
の
所
持
せ
る
何
れ
の
書
庫
と
雌
も
、
統
計

間
甲
の
歴
史
に
闘
す
る
濁
立
研
究
の
に
め
に
、

必
要
な
る
持
籍
脅

合
ま
今
川
市
λ

虞
ら
く
は
利
れ

ω他
句
研
筑
仁
よ
町
て
も
税
制
仁

於
け
る
米
園
の
幾
多
研
究
者
を
、
陥
ゐ
れ
た
る
幾
多
陥
穿
そ
突

破
し
、
統
計
解
析
の
豊
穣
な
る
良
土
に
就
か
し
め
得
る
た
め
、

研
究
者
に
と
り
一
居
良
好
な
ゐ
案
内
の
手
引
を
、
授
く
る
も
の

は
な
か
ら
ん
。

教
授
は
叉
他
の
黙
に
付
、
米
園
統
計
事
者
に

教
ゆ
べ
き
多
く
の
も
の
を
有
す
、
統
計
調
査
の
途
行
に
営
る
べ

ぜ
可
。

E
Z『
崎

戸

M
H
-『
門
由

き
人
'n
は
、
主
と
し
て
政
府
吏
員
よ
り
成
れ
る
が
、
そ
の
利
袋

及
訓
線
上
自
己
の
作
出
に
係
る
計
数
に
、
精
微
な
る
解
析
の
明

第
三
十
一
巻

大ー

第
六
務

四
七

げら



H
1
l
i
t
i
-
t
d問団長
F
E
S
5
2
J
T
μ

除
ゆ
れ
臨
即
時
話
相
闘
噛
F
h

雑

録

統

計

拾

穂

抄

敏
叉
非
凡
な
る
方
法
岳
、
施
す
の
性
向
を
一
示
す
は
稀
な
り
、
か

く
て
叉
そ
の
計
数
に
合
ま
る
h

意
義
吾
、
充
分
に
抽
出
す
る
の

能
な
し
、
さ
れ
ど
他
の
一
面
に
は
叉
統
計
手
績
の
諾
結
果
に
伴

ふ
障
問
多
の
誤
謬
と
、
そ
の
諸
結
論
に
於
け
る
不
確
賞
、
山
ザ
一
く
と
も

著
し
き
誤
謬
限
と
に
付
、
屡
々
一
止
蛍
な
る
評
債
を
下
す
も
、
時

と
し
て
は
自
己
の
悲
し
む
べ
き
経
験
に
よ
り
、
激
成
さ
れ
に
る

過
大
詐
償
金
下
す
、
こ
は
吋
・
〉
・
巧
乙
ro『
夏

J
Z
R一
回
円
以
後

に
於
け
ら
、
対
ん
ど
一
切
の
米
同
幻
政
統
計
班
員
に
批
合
同
れ
な

る
に
似
に
h

り
、
他
の
一
面
高
等
教
撃
の
訓
練
巻
有
し
、
統
計
材

料
に
精
微
な
る
駿
近
研
究
法
を
施
す
の
、
素
養
め
る
米
圏
諸
島
十

者
は
、
主
と
し
て
大
接
関
係
者
に
し
て
、
そ
の
経
験
上
官
艇
の

統
計
報
告
に
件
ふ
、
誤
謬
限
を
推
測
す
る
の
便
宜
冶
授
け
ら
る

、
は
稀
な
り
、
彼
等
は
貫
迎
を
外
づ
る
、
こ
と
遠
く
、
た
め
に

最
も
不
安
心
な
る
べ
き
諸
計
数
ぞ
‘
疑
問
争
捕
ま
守
し
て
受
入

る
三
は
頻
繁
な
の
、
仮
令
ば
予
自
身
の
経
験
に
よ
る
に
、
内
2
7

富田

O
B
g
の
計
数
と
り
G
P
1
5
9見
。
「
〉
町
四
品
目
E
-
E
B
の
計
数

と
の
間
に
於
け
る
、
諸
相
違
を
調
査
す
る
た
め
、
任
命
さ
れ
た

る
一
委
員
舎
に
委
員
た
り
し
こ
と
あ
ゐ
が
た
め
に
、
米
関
主
要

第
三
十
一
巻

第
大
獄

一
四
八

九

四

穀
物
の
作
付
面
積
及
産
額
守
、
示
す
べ
き
年
々
の
報
告
に
疑
を

挿
む
に
至
ら
し
め
た
り
、
そ
の
報
告
に
る
現
在
は
牧
穫
推
計

τ

ふ
一
一
居
遁
切
に
叙
事
的
な
る
名
稀
令
付
し
公
け
に
せ
ら
る
、
兎

に
角
右
の
理
由
あ
る
に
め
、
公
け
に
す
べ
き
一
論
文
中
右
の
材

料
品
管
、
安
心
し
て
使
用
し
得
ぺ
し
と
考
へ
ざ
る
に
至
れ
り
、
そ

れ
に
も
拘
は
ら
ホ
是
等
計
数
に
立
脚
し
て
、
最
も
精
微
な
る
方

法
必
使
用
し
つ
¥
精
密
な
る
理
論
的
構
へ
は
編
ま
れ
、
共
の

川
本
聴
が
充
分
蹴
晶
体
仁
し
f
L
h

よ
く
そ

ω上
府
都
誌
や
支
ぬ
る
じ

足
る
か
を
、
問
ふ
ニ
と
な
き
ゃ
明
か
な
り
、
是
等
隔
種
の
研
究

者
、
詳
言
す
れ
ば
統
計
材
料
の
生
産
者
及
結
泉
の
解
析
者
は
、

一
居
親
寝
な
る
協
力
と
、
相
互
の
仕
事
に
針
す
ゐ
一
居
賢
明
な

る
同
情
と
を
必
要
と
す
。

者

2
5同
白
戸
三

毅
授
は
統
計
法
の
精
微
化
に
貢
献
せ
る
思
に

於
て
、
第
一
に
敬
重
す
べ
き
所
な
る
に
拘
は
ら
宇
、
米
国
雑
誌

へ
の
論
文
を
結
ぶ
に
静
岡
り
、
次
の
着
想
を
掲
ぐ
る
に
至
。
し
は

注
目
の
値
あ
り
、
白
も
そ
の
設
に
よ
ゐ
仁
吾
人
の
第
一
目
的

は
、
「
精
微
な
る
統
計
法
を
備
は
ら
し
な
る
に
力
む
る
よ
り
は
、

有
用
な
る
観
察
ぞ
授
〈
る
に
努
む
る
こ
と
多
大
な
る
の
要
あ



.
0・zi---現
在
善
人
が
徐
計
に
必
要
と
す
る
所
は
、
理
論
的
研

究
に
非
が
し
て
、
統
計
材
料
に
あ
り
、

-zi------
吾
人
は
諸
新

範
園
(
氏
は
特
に
人
の
質
的
心
的
方
面
に
亘
る
材
料
を
も
考
慮
せ
り
)

に
亘
る
統
計
視
察
必
要
す
、
将
来
倫
鋳
さ
る
べ
き
莫
大
の
仕
事

は
依
然
と
し
て
蕊
に
獲
さ
る
」
と
、
之
t
T
合
衆
閣
に
つ
き
考
ふ

る
に
、
右
雨
型
の
仕
事
は
大
く
そ
の
必
要
を
告
-
く
、

3
れ
ど
そ

の
何
れ
か
の
一
つ
よ
り
も
一
唐
重
要
な
る
は
、
三
者
の
各
群
が

他
の
諮
問
的
及
諸
困
難
令
、
同
情
的
に
読
解
す
る
に
あ
り
、

の
仕
方
じ
よ
り
否
司
』
の
仕
方
に
よ
り
て
の
み
、

必
要
な
る
新
材

料
は
最
も
迅
蓮
に
整
へ
ら
る
べ
く
、
諸
新
研
究
法
は
意
義
あ
る

材
料
の
み
に
趨
用
さ
れ
得
べ
し
、
而
し
で
か

J
Q
活
眼
あ
り
同

情
あ
る
協
力
に
つ
き
て
の
、
か
も
る
一
教
訓
や
諜
一
ゐ
二
ω
資
格

は
、
巧

g
z
a
g己
毅
授
の
優
れ
て
備
ふ
る
所
な
り
。

五
、
統
計
事
研
究
上
高
等
教
撃
の
麿
用
巻
、
無
用
否
有
害
視
す

る
墜
者
は
、

A
1
h
同
濁
逸
に
砂
し
と
せ
歩
、
そ
の
主
張
に
柳
か
設

及
隠
す
は
無
意
義
に
非
・
?
と
雄
も
、
今
之
を
略
し
、
葱
に
は
右

巧
gFq岡
田
国
『
旦
に
仰
ぎ
得
べ
き
教
訓
が
、
特
に
我
闘
枇
曾
撃
及

経
済
事
研
究
者
と
行
政
統
計
家
と
の
胸
係
上
、
切
貫
に
そ
の
必

f長

録

統

計

拾

穂

抄

品
刈

m
q

要
ぞ
感
ぜ
し
む
べ
き
こ
と
ぞ
湛
べ
、
夏
に
そ
の
主
旨
を
強
か
ら

し
む
る
の
目
的
上
、
近
年
の
一
濁
泡
統
計
撃
者
が
、
同
様
な
る

主
張
を
立
て
し
そ
附
説
せ
ん
と
歓
す
、
創
ち
そ
は
普
国
統
計
局

員
に
し
て
伯
林
大
撃
の
員
外
教
授
に
る

H
H
E
C
『
門
医

2
2担任・

zmN件目
2
岡山一

cr。
巴
O
H口一

σ
ロロ〔]

}
出
↑
口
ゆ

t~ ".-Zヨ--，:司
:ァ
"' 
" " (]< 
0・4・=， 

国

S
Z昨
江
戸
内

-
2
3
6
r宮
内

r
z巴
-
O同

5
5
r
Q
H
c
g
H
O
W
H唱
N
M

序
中
に
吐
露
さ

る
旨
意
見
な
り
、
以
下
之
や
諜
載
す
。

予
は
そ
の
研
究
上
計
敗
材
料
や
保
入
れ
ん
と
す
る
舷
怖
感
芦

の
た
め
に
、
そ
の
材
料
に
臨
む
に
批
判
的
な
る
の
可
能
ぞ
授
け

ん
と
欲
す
、
略
一
一
日
す
れ
ば
本
研
究
の
期
す
る
所
は
、
経
情
感
ナ
の

研
究
資
料
率
へ
の
一
津
梁
を
授
け
ん
と
す
る
に
あ
り
。

A
ー
の
時
は
か
3

る
研
仲
丸
に
と
の
、
好
都
合
れ
ら
ざ
る
こ
と
や

予
は
意
識
す
、
邸
ち
若
き
年
配
の
経
済
墜
者
聞
に
、
庚
く
行
渡

れ
る
意
見
に
よ
れ
ば
、
経
済
事
者
と
し
て
資
料
や
統
計
の
泉
よ

り
汲
ま
ん
と
せ
ば
、
そ
の
計
数
材
料
を
原
表
よ
り
直
接
に
抜
翠

し
、
そ
の
研
究
の
結
果
中
仁
一
種
の
飾
と
し
て
挿
み
得
ペ
く
、

そ
の
教
に
針
し
何
等
の
審
議
を
加
ふ
る
の
要
な
し
と
す
る
に
あ

匂
か
く
て
統
計
的
作
品
の
本
質
、
成
行
及
意
義
に
就
き
て
の
深

第
一
一
一
十
一
品
種

九
一
五

第
六
披

一
四
九
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需産

主長

統

計

拾

穂

抄

き
研
究
は
、
何
れ
も
一
一
専
門
家
の
峨
分
及
行
動
範
聞
に
る
べ
き

な
り
J
て
は
同
校
に
叉
経
済
摩
者
が
舗
き
並
ぶ
べ
き
礎
石
在
、
税

子
と
し
て
制
法
す
ベ
与
す
一
「
抗
計
家
一
の
行
動
範
固
な
め
と
す
。

右
の
見
解
は
比
較
的
部
わ
し
け
れ
と
、
仰
れ
に

L
て
も
悪
涯

に
附
纏
は
る
べ
し
、
仮
令
ば
〉
L
3
一切

}wJE間
口
百
『
の
著
書
を
仔

細
に
究
む
る
人
は
、
本
大
家
が
そ
の
術
交
上
計
数
材
料
ぞ
採
り

入
れ
ん
と
す
る
際
、
如
何
に
注
怠
深
く
治
資
せ
'
む
か
や
、
随
庭

い
一
刊
は
せ
ん
、
同
附
叩
朽
の
探
れ

-ω
川
l
よ
れ
ば
、
統
計
作
品
の

本
質
及
成
行
に
闘
す
る
批
判
的
研
究
は
、
噛
そ
し
て
そ
の
専
門
家

の
営
る
べ
き
仕
事
に
ら
守
、
氏
は
か
h

る
研
究
ぞ
繰
返
し
新
大

「
い
白
か
ら
途
け
た
り
、
者
向
戸
当
。
『
以
後
の
一
代
中
も
(
予
は
蕊
に

特
に
経
務
撃
軌
究
上
、
予
を
導
け
る
撃
者
J
4
2
E
2
2こ
F
U
Z
Z
を
想
ふ
)

計
数
材
料
が
如
何
に
し
て
得
ら
れ
、
叉
整
理
さ
る
、
か
巻
知
れ

る
研
究
者
丈
け
が
、
そ
の
材
料
を
利
用
し
得
べ
し
と
す
る
を
自

明
現
し
た
り
。

前
記
の
見
解
に
本
つ
く
悪
還
の
影
響
は
、
現
に
明
か
に
現
は

る
、
今
日
経
験
的
経
済
壌
に
属
す
と
す
べ
き
、
一
研
究
や
手
に

す
る
毎
仁
、
計
数
材
料
が
説
。
て
利
用
せ
ら
ゐ
》
こ
と
、
そ
の

賞
際
の
詮
嫁
力
は
認
識
さ
れ
歩
、
叉
は
寅
は
そ
の
詮
錬
力
を
有

せ
ざ
る
も
の
に
、
そ
の
カ
ぞ
帯
は
し
む
る
こ
と
守
、
繰
返
し
新

-
K
に
褒
見
す
る
こ
と
な
き
能
は
?
。
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五
0 

若
干
経
済
問
甲
者
が
計
数
材
料
に
臨
む
に
、
「
原
則
的
保
疑
」
ぬ

態
度
金
以
て
し
乍
-
h
、
探
き
資
料
批
判
ぞ
行
ふ
こ
と
な
く
ん

ば
、
外
相
悦
的
援
歩
を
見
る
の
み
に
ら
ん
、
荒
し
右
の
態
度
に
山
山

で
ん
か
、
計
数
材
料
が
+
者
者
の
結
論
を
、
支
持
す
る
の
翻
あ
る

揚
合
に
は
、
そ
の
計
数
材
料
を
怖
と
し
て
持
み
、
か
く

τ石
の

原
則
的
懐
疑
な
放
捕
す
る
も
、
計
教
材
料
が
諸
結
論
と
響
感
せ

ぎ
る
と
ぎ
は
F

右
の
原
則
的
懐
疑
を
保
持
し
、
計
数
材
料
に
本

づ
く
分
仰
や
一
附
か
す
ア
hv

に
沼
h
b
ぽ
、
内
川
り
に
淵
燃
は
b
の
ふ
ん
は

一
れ
ば
な
り
、
此
袋
町
ぞ
脱
せ
し
む
一
る
の
注
は
、
真
面
目
な
る
資

料
批
判
に
よ
る
の
一
あ
る
の
み
、
之
に
よ
ら
ん
か
取
分
け
一
特

定
方
法
の
材
料
牧
得
及
材
料
整
理
に
よ
ら
ば
、
し
か
ん
¥
の
経

済
問
題
ぞ
鮮
明
し
得
べ
く
、
他
の
問
題
は
煤
明
さ
れ
粂
ぬ
べ
き

こ
と
を
も
、
一
不
さ
ん
と
試
む
べ
し
、
換
言
せ
ん
か
誌
に
理
解
せ

ら
ゐ
、
が
如
き
、
資
料
批
判
の
職
分
の
一
は
、
経
済
墜
研
究
の

目
的
上
、
計
数
材
料
の
詮
燐
力
争
緋
識
す
る
に
あ
り
。

特
殊
統
計
の
材
料
牧
得
叉
は
整
理
に
、
改
良
を
加
ふ
る
の
必

要
及
可
能
守
看
取
せ
る
都
度
、
そ
の
改
良
を
提
議
す
る
こ
と
冶

だ
ら
ざ
わ
き
、
か
く
て
予
は
同
時
に
叉
諸
経
済
閣
僚
に
入
り
て

そ
の
事
務
ぞ
執
り
、
計
数
材
料
供
給
の
仕
事
に
営
る
べ
き
粧
品
川

穆
者
、
伊
佐
々
そ
の
教
を
増
す
の
事
寅
に
鑑
み
、
是
等
脅
し
て
機

る
べ
き
所
を
知
ら
し
め
ん
と
せ
り
。
〈
尾
)


